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長寿おめでとうございます！ご
　９月の第３月曜日［本年は，９月 20 日（月）］は

『敬老の日』です。多年にわたり社会に尽くしてこら
れた高齢者を敬愛し，長寿を祝う日です。
　９月 10 日（金），敬老の日を前に，平成 22 年度
中に 100 歳になられる方と大崎町の最高齢者（104
歳）の訪問見舞いを行い，長寿祝金・記念品を贈呈し，
長寿をお祝いしました。
　また，88 歳，80 歳（９月末現在）の方々に対し，
長寿祝金を贈呈しました。
　ご長寿のみなさま方のますますのご健康をお祈り
いたします。　

於地区青年農業者会議曽
冨吉さんプロジェクト発表！

　仮宿地域農村環境保全協議会では , ８月 28 日
（土）に集落環境整備の一環として『日本の巨木
100 選』にも選ばれた仮宿上集落にある大きなた
ぶの木『なげどん』の隣にコスモスの播種を行い
ました。
　参加したのは，同協議会員と仮宿地区（仮宿上・
仮宿下・上仮宿）の子ども会の皆さんです。
　地域の子どもたちといっしょに，秋に『なげどん』
をコスモスが彩る姿を願いながら種まき作業を楽
しみました。
　『なげどん』の前では，30 年ほど前まで地域の
青年団による相撲大会が行なわれていたようで，
当時の思い出話に花を咲かせていました。

げどんの周りを
　　コスモスでいっぱいに！

な　８月 26 日（木），曽於地域土地改良会館において，
曽於地域（曽於市・志布志市・大崎町）の青年農業
者達が一同に集まり，自分の取り組んだプロジェク
トについて発表を行う，『曽於地区青年農業者会議』
が行われ，大崎町農業青年倶楽部の副会長である，
冨吉秀成さんがプロジェクト発表を行いました。
　プロジェクト発表の内容は，『加工用ばれいしょ
の単収向上について』というテーマで，種芋の大き
さでの収量・収益性の検討，マルチ栽培と無マルチ
栽培での収量・労働時間・収益性の検討を行うとい
うもので，プロジェクトの発表を終えた秀成さんは，

『具体的に数値を出すことにより，自分の取り組む
べき次の課題も見えてきた。今後も継続して課題の
検討・検証し，よりよい経営ができるよう努力した
い』と意気込みを語ってくれました。

▲１００歳到達者訪問風景
　◇◇◇平成 22 年度対象者◇◇◇
　最高年齢者（１０４歳）　　　１人
　１００歳到達　　　　　　 　５人
　　８８歳到達（米寿祝）　　７４人
　　８０歳到達（傘寿祝）　１９９人

▲コスモスの満開を願い記念撮影！▲大崎町農業青年倶楽部の冨吉副会長：甘しょを中心
とした露地野菜経営に取り組んでいます。

最高年齢は，１０４歳


